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－自立支援センターPの実践を手掛かりに‐                       
人間科学研究科 社会行動学専攻社会福祉学教室 


































－自立支援センターPの実践を手掛かりに‐                       
人間科学研究科 社会行動学専攻社会福祉学教室 















 引き続き、第 2章並びに第 3章において、東京都内のセンターPの実践を手掛かりに、ア
セスメント実施状況、入退所実績、再利用者における利用目的に関する調査を実施した。 










第 3章 自立支援センターの利用者実態を通してみる支援課題 
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センターが社会福祉の支援施設として、入所者の自立を支援する場として位置づけられ
るのであれば、社会福祉における専門職として入所者に対しどのような支援が行われ、ど
のような成果を生み出すことができたのかについてソーシャルワークの視点から語られる
必要がある。支援者は、日常業務における事象への対応にとどまらず、利用者の人生や生
活に対する認識の変化に気づき、その背景にある構造や利用者の心情を読み解くことによ
りエンパワメントを促進するようなアプローチを目的意識的に活用することが求められ
る。そのための職員の資質やスキルを蓄積することにより、今後のセンターにおける存在
意義を見出すことが求められるということが本論文の結論である。 
最後に、今後に残された課題として、本論文は、エンパワメントの視点に基づく路上生
活者の支援として具体的な支援モデルとして体系化し、その有効性を検証するという段階
までは至っていないこと、また、センターPという 1つの施設における支援実績や支援の
実施体制に基づく検証であったため、他のセンターにおいても同様の傾向を読み取ること
が可能であるのかに関する検証の必要性を指摘した。 
